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↱
な
運
用
が
一
掃
さ
れ
、
職
務･

役
割

が
中
心
と
な
り
、「
年
齢
給
」
等
の
属

人
的
給
与
項
目
は
廃
止
の
傾
向
に
あ

る
。「
グ
レ
ー
ド
が
降
格
し
、
賃
金
が

下
が
っ
た
場
合
に
従
業
員
の
士
気
は

低
下
す
る
」
、
「
仕
事
や
役
割
を
超
え

た
協
働(

チ
ー
ム
ワ
ー
ク)

を
促
し
に

く
い
」
な
ど
問
題
が
生
じ
定
着
化
は

進
ん
で
い
な
い
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら｢

評
価
に
関
す
る

公
平
感｣

｢

評
価
に
対
す
る
納
得
感
」

を
持
た
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
従
業

員
の
不
満
は
大
き
く
な
り
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
る
、
と
成
果
主
義
賃
金
に
つ
い

て
の
ま
と
め
と
し
た
。 

 
 

現
場
か
ら
の
報
告 

日
立
空
調
シ
ス
テ
ム
に
於
け
る
成
果
主

義
賃
金
の
導
入
と
実
態
（
多
田
所
員
） 

 

日
立
空
調
シ
ス
テ
ム(

略:

日
立)

は
、
03
年
８
月
に
処
遇
制
度
改
革
の

た
め
以
下
３
点
を
打
ち
出
し
て
き

た
。
①
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
、

低
経
済
成
長･

デ
フ
レ
の
な
か
厳
し

い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
新

し
い
価
値
（
利
益
）
を
出
す
た
め
に

各
人
が
役
割
に
応
じ
た
業
績
向
上
の

体
制
の
確
立
、
②
従
業
員
の
や
る
気

と
能
力
を
最
大
限
引
き
出
し
儲
け
を

上
げ
る
べ
く
実
力
・
成
果
主
義
を
徹

底
す
る
、
③
従
業
員
の
意
識
改
革
・

 
 

 
 

 
 

 

↱
的
賃
金
体
系
、
②

年 
 

奉
制
の
導
入(

能
力 

-

賃
金
）
、
③
成
果
主 

 

義
賃
金(

90
年
代
終 

 

盤
以
降)

=

（
仕
事
‐

賃
金
）
を
述
べ
、
従
来
の
年
功
的
賃

金
体
系
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
は
、

職
能
資
格
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
従

事
し
て
い
る
仕
事
か
ら
離
れ
、
職
務

遂
行
能
力
の
水
準
を
尺
度
と
し
て
従

業
員
を
格
付
け
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
実
際
の
と
こ
ろ
多
く

の
企
業
で
は
、
職
務
遂
行
能
力
原
理

は
貫
徹
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
事
実

上
降
格
は
な
く
、「
年
功
的
」
な
運
用

が
な
さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
「
能
力
」

を
潜
在
能
力
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
と
、

年
齢
や
勤
続
年
数
で
容
易
に
代
替
さ

れ
て
し
ま
う
欠
陥
が
あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
能
力
評
価
の
対
象
を
顕
在

的
な
も
の
で
捉
え
な
お
す
動
き
と
し

て
成
果
主
義
賃
金
の
導
入
に
な
っ
て

い
っ
た
。
成
果
主
義
賃
金
の
下
で
は
、

短
期
的
な
業
績
が
重
視
さ
れ
、
長
期

的
視
点
に
立
っ
た
従
業
員
の
能
力
伸

張
を
図
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ

こ
で｢

○注
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価｣

(

行
動
特
性)

が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
成
果
主
義
の
傾
向
や
課
題
は
、

従
業

格
付

基
準

年
功
的
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成 果 主 義 賃 金 の も た ら す も の と は ？ 

   
 
 
 
 
 

 

前
回
よ
り
成
果
主
義
賃
金
に
対
す

る
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
、
労
働
者

に
と
っ
て
緊
急
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
動
き
は
、
大
企
業
ば
か

り
で
な
く
、
公
務
関
連
職
場
に
も
「
新

給
与
制
度
改
革
」
の
名
の
下
に
導
入
、

ま
た
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

今
回
は
、
大
企
業
の
成
果
主
義
賃
金

が
現
場
の
労
働
者
に
ど
ん
な
影
響
が

出
て
い
る
か
、
実
態
と
傾
向
を
中
心

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

前
回
の
ま
と
め 

 

中
澤
氏
は
、
前
回
発
表
の
中
心
点

を
整
理
し
な
が
ら
、
成
果
主
義
に
つ

い
て
、
こ
の
10
年
ほ
ど
の
間
に
、
多

く
の
企
業
で
導
入
が
進
め
ら
れ
た

｢

成
果
主
義
賃
金｣

で
あ
る
が
、
上
手

く
定
着
さ
せ
て
い
る
企
業
は
ご
く
少

数
に
過
ぎ
な
い
、
そ
し
て
、
最
大
の

問
題
点
は
、
従
業
員
の
目
標
管
理･

評
価
制
度
に
対
す
る
不
満
が
あ
り
、

士
気
の
低
下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
従
来
の

賃
金
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
を
①
年
功
↳ 

成
果
主
義
賃
金
の
実
態
と
傾
向 

 
 

報
告
者 

中
澤
秀
一
氏 

 
 

 
 

（
静
岡
福
祉
大
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
） 

5 月 20 日 
 （金） 
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↳
人
材
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏

ま
え
処
遇
制
度
改
訂
を
通
じ
「
人
」
の
育
成
を

図
る
。
新
処
遇
制
度
の
詳
細
は
、
１
、
評
価
の

仕
組
み
と
し
て
、
種
類
は
次
の
通
り
で
す
。
①

「
能
力
評
価
」
＝｢

職
能
定
義
書
に
照
ら
し
た

評
価
＝
等
級
の
格
付
、
②
「
行
動･

プ
ロ
セ
ス

評
価
」
＝
行
動
基
準
書
に
照
ら
し
た
評
価
＝
賃

金
改
訂
・
等
級
格
付
、
③
「
成
果
評
価
」
＝
期

待
さ
れ
る
成
果
の
評
価
＝
賃
金
改
訂
・
賞
与
等

に
反
映
さ
れ
、
３
種
類
で
す
。
２
、
賃
金
制
度

は
、
現
行
制
度
を
簡
素
化
し
、
新
制
度
は
本
給
、

本
給
加
算
、
調
整
給
・
家
族
手
当
・
特
別
賃
率

に
分
け
ら
れ
る
。
３
、
本
給
レ
ン
ジ(
総
合
職

＝
事
務
技
術
職
の
み
と
す
る)

の
内
訳
は
、
職

群
等
級
で
職
位
の
低
い
格
付
、
総
合
職
８
級
か

ら
５
級
に
高
格
付
へ
と
４
ラ
ン
ク
に
分
け
ら

れ
、
各
等
級
に
は
、
最
高
本
給
、
レ
ン
ジ
中
央

(

平
均)

、
初
任
本
給
の
３
つ
の
レ
ン
ジ
を
設

け
、
従
業
員
は
い
ず
れ
か
の
本
給
レ
ン
ジ
に
該

当
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
結
果
職
場
で
は
、
給
与
の
実
態
と
問
題

が
ど
の
よ
う
に
賃
金
抑
制
に
つ
な
が
る
か
検

証
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

日
立
製
作
所
と
本
給
レ
ン
ジ
比
較
で
総
合

職
の
同
一
格
付
け
で
九
千
円
低
く
、
ま
た
減
収

分
を
調
整
給
と
し
て
補
償
す
る
が
、
日
立
製
作

所
は
定
年
ま
で
、
日
立
空
調
シ
ス
テ
ム
は
３
年

間
の
補
償
で
あ
る
。（
例
え
ば
年
収
500
万
が
400

万
に
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↱ 

↳
職
場
で
は
、「
減
収
に
つ
い
て
、
組
合
は
妥
当

だ
と
は
思
わ
な
い
、
減
収
幅
を
少
な
く
す
る
」

と
い
っ
て
い
た
が
実
際
は
、
「
調
整
給
（
減
収
）

が
つ
け
ら
れ
た
人
は

198

人(

組
合
員
の

16
％)

、
調
整
給
の
平
均1

4
,
0
0
0

円
、
最
高
額

8
0
,
0
0
0

円
の
賃
金
ダ
ウ
ン
と
な
る
」。
こ
の
こ

と
か
ら
労
使
交
渉
で
「
減
収
分
を
３
年
間
し
か

補
償
し
な
い
の
は
問
題
あ
り
」
と
し
て
３
年
後

に
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

成
果
主
義
賃
金
に
と
も
な
う
新
処
遇
制
度
の

運
用
は
、
実
績
申
告
表
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト

が
配
布
さ
れ
、
前
期
の
実
績
と
今
期
の
目
標
を

記
入
し
、
そ
れ
を
も
と
に
上
司
と
の
個
人
面
談

が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
総
合
職
の
等
級
が

告
げ
ら
れ
、
総
合
職
の
等
級
が
高
い
か
低
い
か
、

現
状
維
持
か
で
賃
金
の
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
。 

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、「
数
万
円
の
調
整
給

は
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
で
あ
っ
て
同
意

で
き
な
い
」
と
し
て
苦
情
処
理
に
申
し
入
れ
る

こ
と
で
あ
る
。 

多
田
所
員
は
、
成
果
主
義
の
位
置
づ
け
と
し

て
、
①
反
共
主
義
に
変
わ
る
新
し
い
労
務
支
配
、

②
賃
金
が
労
働
者
の
生
活
費
で
あ
る
こ
と
が
無

視
さ
れ
る
。
③
労
働
者
に
対
し
企
業
の
儲
け
を

強
制
す
る
シ
ス
テ
ム
、
④
賃
金
決
定
が
団
体
交

渉
で
な
く
、
個
別
交
渉
で
決
ま
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
労
働
者
の
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
団
体

行
動
権
が
形
骸
化
さ
れ
る
、
⑤
労
働
者
が
互
い

に
競
争
さ
せ
る
こ
と
が
企
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
と
い
う
間
違
っ
た
考
え
方
等
を
報
告
し
て
い

ま
す
。 

 
 

（
文
責 

片
桐
） 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
6
月
17
日(

金)

18:

30
～
第
20
回
定
例
研
究
会

「
日
本
人
の
賃
金
」
を
読
む 

中
澤
特
別
員 

会
場 

:

静
岡
県
評
会
議
室
７
Ｆ 

◆
6
月
30
日(

木)

18:

30
～
第
18
回
所
員
会
議 

静
岡
県
評
会
議
室
７
Ｆ 

 

◆
7
月
17
日(

日)

10:

00
～
16:

30 

 

研
究
活
動
の
テ
ー
マ
選
択
特
別
交
流
会 

会
場:

静
岡
大
学
校
舎
（
静
鉄
バ
ス
停
静
大
前
10

時
集
合
） 

○注
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
行
動
特
性
） 

 

あ
る
職
務
ま
た
は
状
況
に
対
し
、
基
準
に
照
ら

し
て
効
果
的
、
或
い
は
卓
越
し
た
業
績
を
生
む
原

因
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
個
人
の
基
礎
に
あ
る
特

性
。
高
い
業
績
を
上
げ
る
従
業
員
の
行
動
特
性
。 


